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下
水
道
管
清
掃
・
点
検
の

訪
問
業
者
に
ご
注
意
を
！

く ら し の 情 報

荒
尾
市
内
各
地
で
、
宅
地
内

の
下
水
管
の
清
掃
や
点
検
を
市

か
ら
委
託
さ
れ
た
と
し
て
、
高

額
な
値
段
で
訪
問
す
る
業
者
が

多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
荒
尾

市
で
は
、
業
者
に
下
水
管
の
清

掃
や
点
検
を
委
託
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
住
宅
で
下
水
道
を
ご
使

用
の
人
は
、
台
所
用
の
た
め
マ

ス
を
月
一
回
程
度
、
不
要
に
な
っ

た
お
玉
な
ど
で
す
く
い
取
っ
て

も
ら
え
れ
ば
下
水
管
の
清
掃
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
清
掃

を
怠
る
と
油
分
が
固
形
化
し
下

水
管
の
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
☎
64
・
２
７
０
０

　

交
通
安
全
協
会
協
賛
店
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

交
通
安
全
協
会
協
賛
店
制

度
が
、
12
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
交
通
安
全
協

会
の
会
員
が
協
賛
店
で
買
い
物

や
各
種
施
設
を
利
用
す
る
と
き

に
、
商
品
代
金
や
施
設
利
用
料

金
の
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
会
費
納
入
の
メ
リ
ッ

ト
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
人
に

交
通
安
全
協
会
に
ご
入
会
い
た

だ
き
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ

た
い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
荒
尾
地
区
交
通
安
全
協
会

（
荒
尾
警
察
署
内
）　

☎
68
・

４
９
４
９

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
、

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
☎
63
・
１
２
７
４

農
地
転
用
申
請
な
ど
の
受

付
締
切
日
が
変
わ
り
ま
す

農
地
転
用
申
請
な
ど
の
受
付

締
切
日
を
毎
月
20
日
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
23
年
１
月
か

ら
毎
月
15
日
に
変
更
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
63
・

１
４
５
９

農
地
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
か

ら
来
年
の
3
月
ま
で
農
業
委
員

と
事
務
局
職
員
が
農
地
の
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
耕
作
放
棄
地
、
無
断
転

用
の
確
認
な
ど
、
農
業
委
員
会

が
業
務
を
行
う
の
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
調
査
で
す
。

農
地
に
立
ち
入
り
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
63
・

１
４
５
９

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら

の
空
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利

に
な
り
ま
し
た
！
　

現
在
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

は
、
東
京
・
静
岡
・
大
阪
・
名

古
屋
（
中
部
・
小
牧
）・
神
戸
・

天
草
・
沖
縄
の
７
都
市
８
路
線

を
運
航
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
秋
か
ら
は
神
戸
線
が

２
便
と
な
り
、
東
京
線
も
３
便

増
便
す
る
な
ど
、
熊
本
か
ら
各

都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
さ
ら
に

良
く
な
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

や
観
光
に
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●神戸まではわずか 60分 !
13:20
20:20
11:45
18:45

●「熊本=静岡線交流団体用
促進キャンペーン」実施中！
5 人以上の団体の場合、片
道につき1人あたり5,000 円
の補助を実施。

神戸着

熊本着

→
→
→

→

12:20
19:20
10:40
17:40

熊本発

神戸発

問
熊
本
県
交
通
対
策
総
室
☎

096
・

333
・
２
１
６
５

「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
だ
け
で
生
き
方

を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

男
女
が
互
い
に
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
社
会
を
目
指
そ
う
、
と

い
う
取
組
み
で
す
。

誰
も
が
、
自
分
ら
し
い
生

き
方
が
出
来
る
そ
ん
な
社
会

が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

で
す
。

自
分
ら
し
く

生
き
よ
う
！

「
男
女
共
同
参
画
」っ
て
何
？ vol.2

個人として、自分らしさと能力が発揮で
きる社会こそ「男女共同参画社会」です

あそらくん
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【
福
祉
の
各
種
相
談
】

■
心
配
ご
と
相
談　

水
曜
、
午

前
９
時
30
分
～
正
午
（
祝
日
を
除

く
）
／
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
／

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

問
心
配
ご
と
相
談
室
☎
66
・

０
３
０
８

■
保
育
園
の
育
児
相
談　

月
～

金
曜
、
午
後
１
時
～
４
時
（
祝

日
を
除
く
）
／
市
内
保
育
園
で

（
要
予
約
）
／
食
事
、
か
ら
だ
の

発
達
、
言
葉
、
教
育
、
入
園
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談

問
市
内
各
保
育
園

■
家
庭
児
童
相
談　

月
・
火
・
木
・

金
曜
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
祝
日
を
除
く
）
／
子
育
て
支
援

課
課
で

問
子
育
て
支
援
課
☎
63
・

１
４
１
７

■
女
性
福
祉
相
談　

月
・
水
・
木
・

金
曜
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
祝
日
を
除
く
）
／
子
育
て
支
援

課
で

問
子
育
て
支
援
課
☎
63
・

１
４
１
７

■
知
的
障
が
い
者
相
談　

知
的

障
が
い
者
の
家
庭
で
の
養
育
、

生
活
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／
月
～

金
曜
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
知
的
障
が
い
者
相
談
員

宮
崎
京
子
さ
ん
☎
62
・
１
１
７
５

北
田
輝
子
さ
ん
☎
68
・
５
７
１
５

■
老
人
相
談　

高
齢
者
の
各
種

相
談
・
助
言
な
ど
に
応
じ
ま
す

／
火
・
水
・
木
曜　

午
前
９
時

～
午
後
３
時
（
祝
日
除
く
）
／

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
62
・

１
６
１
０

■
身
体
障
が
い
者
相
談　

身
体

に
障
が
い
が
あ
る
人
の
更
生
援

護
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
／
月
～
金
曜　

午
前
９
時

～
午
後
５
時

問
身
体
障
が
い
者
相
談
員

斎い
つ
き

浩
史
さ
ん
☎
66
・
３
８
２
８

松
村
茂
行
さ
ん
☎
66
・
２
１
６
７

田
畑
俊
秀
さ
ん
☎
68
・
２
１
１
３

松
下
さ
え
子
さ
ん
☎
66
・
２
４
２
４ 

坂
本
留
美
子
さ
ん（
電
話
相
談
不
可
）

前
田
泰
治
さ
ん
☎
62
・
２
５
５
１

【
そ
の
他
の
各
種
相
談
】

■
女
性
の
た
め
の
心
の
相
談
室

（
こ
・
こ
・
ろ
ほ
っ
と
ル
ー
ム
）

　

火
・
木
曜
の
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
祝
日
を
除
く
）
／
働

く
女
性
の
家
（
エ
ポ
ッ
ク
・
荒

尾
）
で
／
面
接
相
談
は
要
予
約
・

託
児
あ
り

問
働
く
女
性
の
家
☎
62
・

７
７
７
０
（
電
話
相
談
可
）

相
談
の
窓
口

荒
尾
を
離
れ
て
暮
ら
す
皆
さ
ん
、「
ふ
る
さ
と
荒
尾
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
!

荒
尾
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

●
寄
付
金
控
除
額

寄
付
金
の
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
居
住
地
の
住
民
税
（
所
得
割
）
の
お
お

む
ね
１
割
を
限
度
に
、
所
得
税
と
翌
年
度
に

課
税
さ
れ
る
住
民
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
ま

す
。

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
は
電
話
な
ど
で
政
策
企
画
課
へ
請

求
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
申
し
込
み
も
で

き
ま
す
。

［
申
・
問
］
政
策
企
画
課
☎
63
・
１
２
７
３

●寄付の状況（平成 22年 10月末現在）

事業の種類 件数 金額

1．歴史・文化等振興事業 5 125,000円

2．地域の元気づくり事業 3 30,000円

3．子育て等支援事業 4 105,000円

4．生きがい・医療・
福祉等支援事業

8 401,500円

5．自然・環境保全事業 4 105,500円

6．2030あらお有明優都
戦略等地域振興事業

15 2,641,400円

合　　計 39 3,408,400円

「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た

い
、
自
分
と
関
わ
り
が
深
い
地
域
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
人
が
、
そ
の
自
治
体
に
寄
付

し
た
場
合
に
、
個
人
住
民
税
・
所
得
税
が
一

定
額
ま
で
控
除
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
が
平
成
20
年
５
月
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
（
平
成
22
年
10
月
末
現
在
）
341
万

円
（
39
件
）
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

荒
尾
市
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付

金
を
「
荒
尾
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
と

し
て
、
本
市
の
活
性
化
の
た
め
、
寄
付
者
が

指
定
し
た
事
業
に
活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市

外
の
ご
家
族
、
お
知
り
合
い
の
皆
さ
ん
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◀
　
荒
尾
の
宝
　
㊤
宮
崎
兄
弟
の
生
家
　
㊦
万
田
坑
施
設


